
545 557

745 769
712

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

（件）

319

242

44

28

79

389

252

60

19

49

リーフレット

他部署・他機関

インターネット

家族/知人

その他 不明

（件）

2019年度件数 2018年度件数

２０２０年５月２６日 

東 海 財 務 局 

２０１９年度東海財務局における 

多重債務相談の状況について 

１．相談窓口の概要 

東海財務局では２００８年４月に多重債務相談窓口を設置し、借金でお困りの方々から

の相談を受け付けています。 

無料で生活再建のお手伝いをします。

ご相談は、電話または面談でお受けします。

個人・事業者を問わず、どなたでもご相談いただけます。

借金の返済でお困りの方がおられましたら、お気軽にご相談ください。

２．相談件数等 

（１）新規受付件数 

２０１９年度の新規受付 

件数は７１２件（前年度比

▲７．４％）と減少したもの

の、高水準で推移していま

す。 

今後、新型コロナウイル

スの感染拡大の影響によ

り、相談件数の増加が懸念

されます。 

（２）相談窓口把握方法 

相談のきっかけは、他機 

関に設置を依頼したリーフ

レットを見て相談に繋がっ

た案件が前年度に引き続き

３１９件と最も多い結果と

なりました。 

また、自治体や社会福祉

協議会など、他部署・他機

関からの紹介は２４２件で

した。 
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（３）相談対応結果 

相談者から収支状況、債務額や多重債

務に至ったきっかけ等を丁寧にお聞き

し、根本的な多重債務問題の解決に向け

家計管理の見直し等のアドバイスを行っ

ています。 

また、相談者にとって債務整理が適当

と判断した場合には、弁護士等や日本ク

レジットカウンセリング協会を紹介し、

多重債務問題の根本的な解決を図ってい

ます。 

（注）一人の相談者に複数の窓口を紹介して

いる場合があります。 

３．相談の流れ 

専門の相談員が、債務の内容と現在の状況、これまでの経緯などを丁寧にお聞きし、問

題点の整理をお手伝いします。 

現状を把握した後、ご本人やご家族の意向を踏まえて、必要な情報提供、適切なアドバ

イスを行ないます。 

必要に応じ、弁護士・司法書士や（公財）日本クレジットカウンセリング協会などをご

紹介します。 ※専門家の費用は、扶助制度などを活用できる場合があります。 

ご希望に応じ、家計支出の見直しなどのアドバイスによる生活再建のためのお手伝いを

します。 



４．相談事例 

相談内容 相談結果 

キーワード【リボルビング払い、 

おまとめロ－ン】 

普段、複数のクレジットカードを利用し、

リボルビング払いで買い物をしている。毎

月の返済が多額となったため、消費者金融

で借金をして返済しているが、一向に返済

が終わらない。おまとめローンを利用した

い。 

【結果】日本クレジットカウンセリング協会の窓口をご案内 

相談者は、リボルビング払いを利用していたため、債務額が膨れ上が 

っていることに気が付かないまま、複数のクレジットカードを利用した

結果、個々の債務額の合計額が大きくなり、返済が困難となったため、

消費者金融で借金をして返済し、自転車操業に陥っていました。 

リボルビング払いは、毎月の支払額が一定になる一方、手数料が高く、

返済期間は長くなることを説明しました。 

また、相談者は、おまとめローンを希望しているものの、金利は下が 

っても、返済総額が大きくなる場合も多いため、慎重な判断を促しまし

た。おまとめローン以外の解決策として債務整理の方法について説明

し、相談者は、任意整理での解決を希望されたことから、日本クレジッ

トカウンセリング協会の窓口をご案内しました。 

ポイント及びアドバイス 

問題の解決に向けて、適切な機関をご案内します。 

リボルビング払いは、手数料が高く、返済総額が大きくなり、返

済期間も長期となるので、注意が必要です。 

おまとめローンは、金利は安くなる可能性はありますが、返済総

額が大きくなる場合もあるので、利用の際にはよく検討し、慎重

に判断をして下さい。 

キーワード【ギャンブル依存症】 

給料をパチンコにつぎ込んでしまい、不 

足した生活費の借入れで借金が膨らんでし

まった。今後、生活できるか不安である。 

【結果】貸付自粛制度をご案内 

ギャンブルの問題については自覚しており、既に改善に向けて精神保

健福祉センターで面談を始める予定とのことでした。 

相談者から債務の状況について聴き取りを行い、債務整理の方法につ

いて説明しました。また、更なる借入れの防止のため、貸付自粛制度の

利用をご案内しました。 

ポイント及びアドバイス 

貸付自粛制度は、日本貸金業協会のほか、全国銀行協会でも手続き

が可能です。いずれも原則としてご本人からの申告が必要です。 

キーワード【投資詐欺】 

ＳＮＳの「必ず儲かる」という儲け話に乗 

せられ、借金をして投資したが、投資詐欺で

あった。現在の収入では、返済できない。ど

うしたらよいか。 

【結果】弁護士を紹介 

相談者は、投資で儲けたお金で返済するつもりで借金をしたため、儲

からないと返済ができない状況でした。 

債務整理の方法を説明したうえで、相談者は、自己破産による解決を

希望されたことから、弁護士を紹介しました。 

ポイント及びアドバイス 

「簡単に儲かる」、「必ず儲かる」という話はありません。儲け話を

うのみにしてはいけません。 

詐欺の被害に遭って、借金をしてしまったとしても、原則として借

りた本人が返済をする必要があります。 
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